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事業者名 Ｍ＆Ｍプランニング株式会社

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

保険業務を通じて地域社会の一員として、よりよい社会づくりに貢献する。
また、働き手にはより幸せを追求することができる体制、環境を整備するとともに、客観性、
透明性の高い、生活に密着したお客様に寄り添う企業を目指す。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の
分野に該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標と、現状の数値お
よび更新時（3年後）の数値目標を記載してください。（例：採用の人数：2023年○人→2026年○人）更新時には実績を報告する必要があり
ます。

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的
な取組み」と「指標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してくださ
い。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。

更新

三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

環境

ペーパーレス化の推進を目的とし、タブレットでの手続き
を実施。お客様へはWEB証券を推奨する。

WEB証券を表示するマイページア
プリ連携率
2023年　33.6％→2026年　３
８％

社会

経済

環境
あおり運転対策や安全運転の向上のため、ドライブレコー
ダーの設置を推進する。

ドライブレコーダー付帯率
2023年　13.9％→2026年
15％

社会

経済

環境
AIを用いた無理無駄のない合理的な提案を行い、お客様
をお守りする。

超AI計上率
2023年　５８．０％→2026年　６
３％

社会

経済

保険代理業である自社と、自動車保険に関連が深い整備工場や自動車ディーラー、レンタカー会社と連携
し、お客様から満足いただけるよう顧客本位のサービスを目指すことで地域に貢献する。ビジネスパート
ナーである保険会社間で経営理念・方針を理解し、お互いの成長に向け、強固なパートナーシップを構築
し、ご契約者様へ保険を通じて安心と安全を提供する。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

２０２３年　BCP提案件数10件

前期のSDGsに関する重点的な取組み

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

前期の指標

前期の指標に対する実績

地域への参画。
防災、減災、レジリエンス（共助）。
地域まちづくりの推進。

２０１８年より実施中の清掃活動を増やす。
月１回（2021年）→月２回（2023年）に増
やす。
２０１５年より他事業者にBCP策定を提案
実施。１社（2021年）→１０社（２０２３年）
２０１６年熊本地震より液状化地区での復旧
復興を推進してきた。２０２２年より、熊本地
震からの復興へのまちづくり活動の地域の
バックオフィスとしての役割を担う。

月2回の清掃活動は未達だが地域の清掃活動に参加し
た。
BCP策定の提案実施目標達成。
地域復興について２０２３年12月に市主催の会議にて報
告済。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

試験を経て更新性保有資格の維持。
スキルアップを目的とした他社出向人数を
増やす。1人（２０２１年）→２人（2023）
ＡＩを用いた無理無駄のない合理的な補償
設計の数を増やす。５０件（２０２１年）→５０
０件（２０２３年）

前期の指標に対する実績

年齢経験を問わない中途採用の実施。
社会に貢献できる専門性の高い人材育成に努
める。他社出向制度を活用し、スキルアップに
つなげる。
IOT、AI、ビックデータなど最新のテクノロジ
ーを用いたイノベーション技術の導入に積極的
に取り組む。

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

他社出向人数の目標達成することができた。
AIを用いた補償設計の実施数達成。

三側面
（分野に☑）

社内排出ごみを大袋から中袋に削減することができた。 ２０２３年　33％削減

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

２０２３年　2名
2023年　584件

排出ごみの削減。
社員エコバックの導入を徹底し、プラスチック
ごみの排出削減に努める。また、プラスチック
製品の購入をひかえる。
ペーパーレスの推進。業務の電子化を進める。取
引先とのFAX のやり取りも極力メールで行う。

社内排出ごみを前年度より３０％削減に取
り組む。
複写紙の使用を前年度より３０％削減に取
り組む。経済

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）


